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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は、「可視光および非共有結合性相互作用を駆動力とする遷移金属触媒 C–O, C–C, C–B結合形成反応の開発」と
題し、5章から成り立っている。 
第 1 章「序論」では、前半部にて遷移金属触媒を用いる光反応の反応機構や反応設計について概説し、従来の光反応で

は、光増感剤を併用する二元触媒系を用いる反応設計が古くから開発されてきたことを述べた。それに対して近年、光増感剤

を用いない単一の遷移金属触媒による光反応が報告されはじめており、光エネルギーを高効率に分子変換へと活用できると

期待されている。これらの触媒反応設計において、光吸収が基質に依存することや、遷移金属中心の電子的性質の制御が困

難であるという課題が存在する。本研究にて可視光を吸収できる有機配位子を開発することで、光吸収が基質に依存せず、触

媒の電子的性質を容易に制御できる新たな触媒反応系を開発できると着想した。後半部では、非共有結合性相互作用のなか

で最も弱い相互作用である CH/π 相互作用の概要と、遷移金属触媒を用いた触媒反応設計について説明した。近年、CH/π
相互作用による C–H官能基化反応が報告されはじめているが、自由度の大きなアルキル基の C(sp3)–H官能基化反応は未達
成である。本研究にてスピロ骨格を有する新たな遷移金属触媒を開発したところ、CH/π 相互作用による高効率な C(sp3)–H 官
能基化反応を開発することに成功した。 
第 2章「4-ホスフィノアクリジン配位子を有する Pd触媒を用いたハロゲン化アリールとカルボン酸による可視光駆動型 C–O

クロスカップリング反応の開発」では、単一遷移金属触媒による可視光駆動型反応の開発を目指し、可視光を吸収できる新規

有機配位子の開発を行った。可視光吸収性および電子受容性に優れるアクリジン骨格の 4 位にホスフィノ基、9 位にアリール
基を導入した 4-ホスフィノアクリジン配位子を開発した。4-ホスフィノアクリジン配位子を Pd 触媒とともに用い、青色光照射する
ことでハロゲン化アリールとカルボン酸による C–O クロスカップリング反応の開発に成功した。種々のハロゲン化アリールおよび
カルボン酸に対して適用可能であり、特に従来の触媒系では適用できなかった塩化アリールへと基質適用範囲を大幅に拡大

できた。反応機構解析を行ったところ、三重項励起状態を経由する還元的脱離の遷移状態において Pd 中心からアクリジン骨
格へ電荷遷移したMLCT (metal to ligand charge transfer) 状態を帯びることにより、本反応が促進されることが示唆された。 
第 3章「Spiro-fluorene-indenoindenyl (SFI) 配位子を有する Rh(I)触媒を用いる 1,7-ジインと内部アルキンの可視光駆動型

[2+2+2]付加環化反応の開発」では、単一遷移金属触媒による新規可視光駆動型反応の開発に成功した。所属研究室にて
可視光吸収性に優れる SFI-Rh(cod)錯体が開発され、ジフェニルアセチレンの自己三量化反応に対して青色光照射下、高い
触媒活性を示した。そこで、本触媒系の適用範囲を拡大すべく、従来の触媒系では適用困難なビフェニル架橋型 1,7-ジインと
ジアリールアルキンを用いた[2+2+2]付加環化反応の検討を行った。その結果、末端アリール基に電子供与基を導入したビフ
ェニル架橋型 1,7-ジインおよび内部アルキンを用い、青色光照射することで[2+2+2]付加環化反応が円滑に進行することを見
出した。反応機構解析を行ったところ、Rh 中心に 1,7-ジインが配位した中間体が青色光を吸収することで Rh 中心から配位子
へ電荷遷移し、MLCT状態を形成するために酸化的環化が促進されることが示唆された。 
第 4章「Spiro-fluorene-indenoindenyl (SFI) 配位子を有する Ir(I)触媒の開発と非共有結合性相互作用を駆動力とする C–

H 結合ホウ素化反応の開発」では、CH/π 相互作用を駆動力とする初の C(sp3)–H 結合官能基化反応の開発に成功した。SFI-
Ir(cod)触媒を開発し、従来の触媒系では高温条件を必要とする 2-アミノピリジン類の C(sp3)–H ホウ素化反応や、ベンジルアミ
ン類の C(sp2)–H ホウ素化反応を極めて温和な反応条件で実現した。反応機構解析を行ったところ、C–H 活性化段階の中間
体および遷移状態においてスピロ-フルオレン骨格と基質の π共役系との間に CH/π相互作用が存在することが示唆された。 
以上のように本論文では、可視光および非共有結合性相互作用を駆動力とする新たな触媒的分子変換反応を開発するこ

とに成功した。これらの成果は、π 拡張配位子の高い可視光吸収能と剛直な 3 次元構造を最大限活用したものと考えている。
そのため本研究は、π拡張配位子の光反応と CH/π相互作用を組み合わせることで、C–O、C–C, C–B結合生成反応のみなら
ず、さまざまな高難易度分子変換を実現する基盤研究となることが期待され、工学的にも価値のある論文である。したがって本

論文は、博士（工学）の学位論文として十分な価値があるものと認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東京科学大学リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲
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